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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

「ベネッセコーポレーション」の資料を活用しながら、当校の実情に沿った説明を行う齊藤教諭

６月12日（金）、５学年で進路講演会を実施しました。講師は、５年１組担任の齊藤恭広教諭です。進路決定まで

２年を切ったこの時期、今後の中等生活をどのような意識と姿勢で過ごしていけばよいのか、具体的なデータと

気迫のこもった語りで生徒たちに訴えました。

講演の中で印象に残ったのは、今後の受験準備の主役はあくまでも自分自身であるということ。皆に平等に与

えられている時間をどのように使っていけばいいのか、自分に合った効率的な方法について、試行錯誤を繰り返

しながら、自分で見つけることが肝心ということです。今回の講演では、「学習スケジュールの立て方」、「望ましい

努力の仕方」、「テストの活用法」等、受験を乗り切るためのヒントがたくさん示されていました。

今春卒業した先輩からのメッセージ（「SCHOOL GUIDE 2021」より）

佐藤 太陽 さん（京都大学理学部・理学科進学／令和２年３月卒業・13期生）

・村上中等教育学校の大きな魅力の一つとして、一生役立つ勉強をする機会が数多くあるということがあります。

村上中等の授業は、ただ与えられたものを暗記するだけというものは少なく、問題を自分で考え、答えを出す過

程自体を学ぶというものが多いです。例えば、数学であれば、解法だけではなく、その解法を思いつくまでの考

え方を学び、模範解答以外にも良い解き方がないか考える授業もあります。これはいわば、「勉強する方法を勉

強する」ということでもあります。たとえ卒業したあと、受験勉強で覚えたことの全てを忘れてしまったとしても、村上中等

で学んだ「勉強する方法」は、その後の人生のあらゆる場面で役立つでしょう。


